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交通事故等で保険証を使う場合には

■問合せ
稲敷広域消防本部救急課☎０２９７－６４－３８４６　　ホームページ（http://www.inashiki-kouiki.jp/）
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美浦村では、国民健康保険（国保）に加入している方に、健康管理や医療費の管理に活用していた
だくために、医療費通知を送付しています。通知が届いた方は、記載内容をご確認ください。
美浦村では、国民健康保険（国保）に加入している方に、健康管理や医療費の管理に活用していた
だくために、医療費通知を送付しています。通知が届いた方は、記載内容をご確認ください。

美浦村からお送りしている医療費通知は、確定申告で医療費控除の適用を受ける際に添付する「医療費
の明細書」として使用することができます。
美浦村からお送りしている医療費通知は、確定申告で医療費控除の適用を受ける際に添付する「医療費
の明細書」として使用することができます。

医療費通知とは？医療費通知とは？

医療費通知は、２か月に一度（偶数月）、世帯ごとにかかった医療費についてお知らせします。
受診した覚えがない医療機関が記載されている場合や、記載された金額や受診日数が異なる場合
など、お気づきの点がありましたら、国保年金課にお問い合わせください。

医療費通知は、医療機関から美浦村国保に請求された診療報酬明細書（レセプト）を基に作成し
ています。医療機関の窓口では１０円未満を四捨五入した金額を支払うため、通知に記載される自
己負担額と差額が生じることがあります。
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医療機関を受診してから医療費通知に反映するまでに時間を要するため（半年程度）、確定申告開
始前までにすべての月分の医療費についてお知らせをお送りすることができません。通知に記載
されていない月の医療費については、医療機関からの領収書に基づきご自身で作成した医療費の
明細書を追加して添付する必要があります。

医療費通知は、医療福祉制度（マル福）による助成や高額療養費の支給など、レセプト情報から
はわからない給付については反映されていません。通知に記載されている内容が、実際に負担し
た金額と異なる場合は、記載内容を訂正した上で使用してください。
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